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■
こ
れ
ま
で
の
検
討
経
過
と
今
後
の
流
れ

　

図
１
に
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
今
後
の
流
れ

に
つ
い
て
、
大
ま
か
に
示
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
市
と
し
て
10
年
後
を
見
据
え
た
市

の
在
り
方
や
指
針
を
示
し
た
、
第
５
次
結
城

市
総
合
計
画（
2
0
1
1
年
〜
2
0
2
0
年
）

の
な
か
で
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
呼
応
し
た
市
庁

舎
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
こ
と
を

盛
り
込
ん
だ
こ
と
に
は
じ
ま
り
ま
す
。

　

そ
の
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
24
年
度
よ
り

市
庁
舎
建
設
検
討
事
業
と
し
て
検
討
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
過
程
に
お
い

て
実
施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
、
提

出
さ
れ
た
答
申
書
、
市
議
会
か
ら
の
意
見
を

充
分
に
考
慮
し
て
、
今
後
の
市
庁
舎
の
在
り

方
を
示
す
、
基
本
構
想
の
策
定
に
着
手
し
て

い
き
ま
す
。

　

な
お
、
基
本
構
想
の
策
定
後
、
即
座
に
事

業
を
行
な
う
も
の
で
は
な
く
、
今
後
も
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
段

階
的
に
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

■
結
城
市
庁
舎
建
設
検
討
協
議
会
に
よ
る

　

答
申
書
の
概
要
に
つ
い
て

　

結
城
市
庁
舎
建
設
検
討
協
議
会
と
は
、
有

識
者
の
ほ
か
に
、
各
種
団
体
の
代
表
者
や
、

一
般
公
募
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
市
民
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
た
、
市
長
の
諮
問
機
関
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
組
織
で
す
。

　

市
長
か
ら
受
け
た
３
点
の
諮
問
に
つ
い
て

答
申
を
行
な
う
べ
く
、
各
種
調
査
や
、
視
察
、

勉
強
会
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

約
１
年
半
の
活
動
を
経
て
、
答
申
書
が
ま

と
め
ら
れ
、
４
月
25
日
に
市
長
へ
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

答
申
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
一
部
抜
粋
し

た
も
の
を
表
１
に
記
し
ま
す
。

■
基
本
構
想
の
策
定
に
つ
い
て

　

今
後
は
、
市
の
内
部
組
織
で
あ
る
結
城
市

庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
を
主
体
に
、
基
本

構
想（
案
）を
作
成
し
て
い
き
ま
す
。

　

基
本
構
想（
案
）が
作
成
さ
れ
た
後
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
、
市
民
か
ら
の
意

見
公
募
を
行
な
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
手
続
き
を
経
た
う
え
で
、
基
本

構
想
が
策
定
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
26
年
度
末
を
目
標
に
基
本

構
想
の
策
定
に
向
け
た
作
業
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

市
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
老
朽

化
や
災
害
時
の
対
応
の
問
題
な
ど
か
ら
、

今
後
の
整
備
方
針
に
つ
い
て
の
基
本
構

想
を
策
定
す
る
た
め
、
検
討
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
、
市
庁
舎
建
設
検
討
協
議
会
か

ら
の
答
申
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
併
せ
て
、
そ

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
庁
舎
の
整
備
方
針
に
つ
い
て
検
討
を
行
な
っ
て
い
ま
す

ご存じですか !？

新庁舎の整備方針に関すること
　移転新築、建替え、改修などの整備手法
　及び位置に関すること

●市庁舎の整備を行なう場合の手法については、　一
　般的に　①既存庁舎の改修・補強・増築　②建替
　新築　③移転新築　④空き施設への移転・改修が
　考えられますが、「移転新築が望ましい」とされました。
●庁舎の運用方法については、①本庁舎方式（出張所
　などを除いた、すべての部署が一か所に集約され
　ている方式）　②分庁舎方式（現状の運用方法と同
　様）に区分されますが、「本庁舎方式が望ましい」
　とされました。
●移転新築の際の場所については、「JR 水戸線南側の
　南部市街地及びその周辺で、交通の便が良く、駐
　車場を確保できる市有地が望ましい」とされました。
また、これらの答申についての付帯意見として、
●整備計画は、将来の状況変化に対応できるものと
　し、整備を行なう時点において、規模や機能、位
　置などの再検討・再確認を行なうこと。
●市民ニーズや財政状況を考慮した整備計画をたて
　ること。
●移転した場合の跡地利用は、市のまちづくりの方
　針を十分に考慮するとともに、庁舎移転による JR
　水戸線北側市街地への影響に配慮した計画とする
　こと。
などが、挙げられました。

　

第
５
次
結
城
市
総
合
計
画
の
な
か

で
市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
・
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
べ
く
、
市
庁

舎
建
設
に
つ
い
て
検
討
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

市
庁
舎
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
市

民
や
有
識
者
な
ど
の
幅
広
い
意
見
を

取
り
入
れ
る
た
め
、
市
庁
舎
建
設
検

討
協
議
会
を
設
置
。

　

こ
の
協
議
会
で
は
、
市
長
か
ら
の

３
つ
の
諮
問
に
つ
い
て
、
答
申
を
行

な
う
べ
く
、
平
成
24
年
度
か
ら
25
年

度
に
か
け
て
、
10
回
の
会
議
と
先
進

地
視
察
な
ど
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施

し
ま
し
た
。

答
申
書
の
と
り
ま
と
め
お
よ
び
提
出

基
本
構
想（
案
）の
策
定

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
に
よ
る
、

市
民
か
ら
の
意
見
反
映

基
本
構
想
の
策
定

基
本
構
想
に
基
づ
き
、
必
要
な
作
業

の
検
討
•
企
画
お
よ
び
実
施
（
基
本

計
画
の
策
定
な
ど
）

結城市庁舎建設検討協議会 答申書の概要（抜粋）

諮問事項❶ 

答申の内容（一部抜粋）

市庁舎の建設検討及び基本構想策定に関し、必要な事項に関す
ること
　  整備手法の決定に伴い、空き施設となった施設の運用に
　  関することや、その他市庁舎建設検討に関する提案など

●整備費用（財源）については、「必要な財源は庁舎建設基金を計画的に積み立てることとし、
　過大な借入金による資金調達は行なわないようにすべき」
●市庁舎の整備時期については、「財源の課題をクリアすることを前提として、計画的かつ速
　やかに行なう必要がある」
●移転新築の場合の跡地利用と市街地整備については、「現庁舎の跡地利用は、北部市街地の
　活性化を念頭に置いた計画を策定する必要がある」　との内容が挙げられました。

諮問事項❸ 

市庁舎の在り方に関すること
（市庁舎の機能や規模に関すること）

●市庁舎に必要な機能について、次の５つが
　挙げられました。
①防災拠点機能：市民の安心・安全快適な暮
　らしを支えるとともに、災害時にも不安な
　く業務が行なえる庁舎
②市民サービス機能：市民が利用しやすく、
　市民サービスや事務効率が高まる庁舎
③市のシンボル的機能：市民に親しまれ、来
　訪者や観光客に市のシンボルとして誇れる
　庁舎
④省エネ環境対策機能：維持管理費などの経
　済性に優れ、環境に配慮した庁舎
⑤情報交流機能：IT 化に対応し、情報交流
　のできる庁舎

※また原文には、一定の条件を設定したうえ
　での参考意見として、必要な敷地面積や施
　設規模についても触れています。

諮問事項❷ 

答申の内容（一部抜粋）

●●●  答申書は、市のホームページに掲載しています。●●●

答申の内容（一部抜粋）

会議の様子

視察地の様子

協議会委員の皆さん
（答申書提出時）
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こ
れ
ま
で
の
経
過

今
後
の
流
れ


